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デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプ）について

1内閣官房「デジタル田園都市国家構想交付金デジタル実装タイプTYPE1/2/3等制度概要」より

長井市は
２事業が
交付決定

全国で

TYPE3
８事業
TYPE2
24事業
TYPE1
1,686事業

が交付決定



介護認定業務におけるAI導入事業

事
業
概
要

要介護認定事務において、現在は目視で行っている調査票と特記事項の整合性チェックに、AIの自然言
語処理技術を採用し、業務の効率化を図る。また、申請から認定までに要する期間の短縮が見込まれ、各種
介護サービスや介護福祉施設等の入所手続きが迅速に行えることで住民サービスの向上が期待できる。

K
P
I

総事業費：２５，３３６千円

【アウトプット指標（活動指標）】
・AIによる調査票確認件数
【アウトカム指標（成果指標）】
・要介護認定に要する平均日数

具
体
サ
ー
ビ
ス

【要介護認定事務支援システム】
・住民サービスの向上
作業効率化されることにより従来よりも早く介
護認定が受けられる。
・業務の質の平準化
目視による確認作業にAI技術を導入すること
により、職員ごとに生じる判断基準のばらつき
を取り除き、介護認定基準の公平性が担保が
期待できる。
・職員の負担軽減
AI技術導入により目視による認定調査票の確
認作業にかかる作業時間の削減

事業イメージ
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オンライン遠隔交流授業等実施事業

事
業
概
要

本事業により、一人一台端末や電子黒板等のICT機器を活用し、市内学校の教室と市内他校又は市外
の学校等をオンラインでつないだ授業等を実施することにより、遠隔地の児童等との協働的な学びが実現
できる。
また、特別な配慮が必要な子ども達の特性に応じたICT機器利用による、共生社会実現にも取り組む。

K
P
I

総事業費：３２，３８０千円

【アウトプット指標（活動指標）】
・オンライン授業及び特別支援学級におけるICT活用の実施時間数
【アウトカム指標（成果指標）】
・オンライン授業及び特別支援学級におけるICT活用授業の満足度

具
体
サ
ー
ビ
ス

【オンラインによる協働的な授業及び特別支援学級での
ICT活用授業の実施】

・ 市内小中学校と市内他校、市内学校・施設等をつない
だ授業の実施

・ 特別支援学級における子どもの特性に応じたICT活用
授業の検討及び実施

・ オンライン授業に必要な電子黒板等のICT機器の整備

・ オンライン授業を円滑に実施するための事業者からのサ
ポート

事業イメージ
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デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプ・マイナンバーカード利用横展開事例創出型）について

4内閣官房「デジタル田園都市国家構想交付金デジタル実装タイプTYPE1/2/3等制度概要」より

全国で５１事業、
８５億円の事業が交付決定



マイナンバーカードの機能を活用した市民カード「ながいカード」環境構築事業

事業概要

社会構造の変化や急増する異常気象等の影響を受け、各分野で人手不足の対応や需要等様々な変化に対応できる
サービス提供が課題。本事業ではマイナンバーカードの機能を活用した３つのシステムを導入し、課題の解決と施設の利
便性向上につながる環境を整備。また、本事業で得られたデータを分野横断的に既存の調査結果等と組み合わせて分
析することで、データに基づく企画立案、既存事業のリデザインやターゲットの再設定を図る。

KPI

総事業費：１４６，５３７千円

【アウトプット指標（活動指標）】
①マイナンバーカードを活用して受付等を行った割合
②マイナンバーカードを図書館カードとして利用登録を行った人数
③施設利用者のうちスマートロックシステムを活用し鍵の開錠を行った割合

【アウトカム指標（成果指標）】
①マイナンバーカードを活用して受付を行ったイベント等における参加者数の増加率
②図書館における図書の貸出冊数
③公共施設等の利用者数の増加率

具体サービス

・ マイナンバーカードを活用した
公共施設等入退所管理システムの導入

・ マイナンバーカードを
図書館利用カードとして活用する環境の構築

・ マイナンバーカードを活用した
スマートロックシステムの導入

事業イメージ 住民の多くの方にカードを保有
いただいている状況を活かし、
様々な場面でのカード活用を目指す。

【Ｒ５年７月末現在】
人口に対する保有枚数率：83.0％
…全国30位
人口２万人以上の自治体５位 5



公共施設等入退所管理システムについて
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【システム導入を目指す背景】

◆各公共施設の利用やイベント参加の紙による受付

・住民にとって記載することが負担となっており、少なからず時間も要している。
・人手が少ない中で受付作業に人員を配置したり、名簿との照合や後の集計作業に
労力や時間がかかっている。

→令和４年８月豪雨の際の避難者受付時も時間を要した。

・受付時の記載内容によっては、「どこの、誰が、いつ来たか」等の詳細な
データの把握や分析ができていない。

◆紙による入場券の配付等

・都度発行経費が掛かっている。
・配付することに労力と経費が発生。



公共施設等入退所管理システムについて
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【システム利用フロー】 施設予約・イベント予約

スマホアプリインストール、
利用者登録

マイナンバーカードで利用者登録、
デジタル身分証を生成

デジタル身分証

デジタル身分証
を利用する様々
なシーン

アプリからイベントや
施設等を予約可能

プッシュ通知による

イベント告知や

当日連絡も可能

当日チェックイン・集計

カードまたはアプリでチェックイン可能
データ分析

将来的には、ながいコインのデジタル配布など、
幅広い分野で活用できる可能性も



スマートロックシステムについて
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【システム導入を目指す背景】

◆施設利用者、鍵管理人の課題

・施設利用者が鍵の管理人まで鍵を借りに行くことに負担。

・鍵の管理人は鍵の受け渡し等のために、自宅に待機している必要。

・現在は各施設の比較的近所に居住しており、信頼のある方にお願いしているが、
今後の鍵管理人の担い手確保にも課題。

◆鍵管理、セキュリティの課題

・避難所開設時は、担当職員が管理人に鍵を借りに行く必要があり、開設までに
時間を要する。

・鍵の第３者への受け渡し、鍵の紛失。



スマートロックシステムについて

9

【システム利用フロー】

Ｓｔｅｐ１

カードＡＰ搭載、
システム利用者登録

市役所に来庁し、システム利用希望者のマ
イナンバーカードにカードＡＰを搭載

開錠権限登録

施設が施錠される時間帯に施設を利用した
い場合、その旨を施設に連絡。使用希望日、
仕様希望時間帯のみ開錠権限を付与。
後日または、あらかじめ施設の利用申請、料
金支払いを済ませておく。

各施設 ユーザー

（例）
8:30～17:15開館時間の
施設で、●月●日の

18:15から利用したい。

利用する時間帯になったら、権限付与が
行われたマイナンバーカードで開錠。

開錠

Ｓｔｅｐ２ Ｓｔｅｐ３

各小中学校、各コミュニティセンター、市役所市民防災研修室、
市保健センターに整備予定



その他のシステムについて
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これまでの利用フロー マイナンバーカード利用フロー

①マイナンバーカードをリーダーで読み取り
②モニターにバーコード（図書館カード裏面
バーコードと同様のもの）を表示、読み取り

③借りたい本のバーコードを読み取り
④完了

【図書館カード】

① 図書館カード裏面のバーコードを読み取り
② 借りたい本のバーコードを読み取り
③ 完了

あらかじめマイナンバー
カードの情報と図書館
カード情報を紐づけ登録
が必要

カードを複数枚持つ負担を軽減


